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 今回の「報告会」は、2年次開講「総合文化研究Ⅱ」の公開授業です。本授業では、主体的な学
びの姿勢を涵養することに重点をおき、120名規模の授業における「グループ学習」導入による教
授方法を試みます。 
 
 
主旨 
 1991年に所謂「大綱化答申」が公表され、大学教育における教養教育は大きな転換を迫られました。その後、教養教育
のみならず、大学教育全体に係わる改革がさかんに叫ばれておりますことはご存じの通りです。就中、中央教育審議会から
答申「学士課程教育の構築に向けて」（学士課程答申 2008年）や「新たな未来を築くための学士課程教育の質的転換に
向けて」（質的転換答申 2012年）が発表され、併せて内閣府主導の下に文科省から「大学改革実行プラン」（2012年）
が明らかにされ、大学教育の在り方が具体的に示されたことは、国レベルの教育行政機関における指導方針の転換をうかが
わせるものです。従来、大学教育については、大学の自主性・自立性を尊重する建前から、抽象的な文言による指針が多く
みられました。しかし、「学士課程答申」と「質的転換答申」、そして「大学教育改革実行プラン」は、大学教育で目指す
べき教育の成果や教育の方法にまで言及するものになっております。 
 昨今の大学教育、特に教養教育に求められている使命として二つのことを挙げることができます。一つは知識の伝達であ
り、もう一つは主体的な学びの姿勢の涵養です。その方略として、所謂座学とアクティブラーニングがあります。それぞれ
に、メリットとデメリットがあり、一概に、一方の教授方法を優位に位置付けることは、現在の教授方法研究のレベルでは
断定できません。勿論、座学もアクティブラーニングも、知識の伝達と主体的な学びの姿勢の涵養を目指すものではありま
す。しかし、現況では、特に学生のユニバーサル化を迎え、それぞれに問題を孕んでいるように感じられます。 
 そこで、本授業では、多人数（120名規模）による講義形式の授業において、グループ学習を導入することにより、主体
的な学習姿勢の涵養を目指します。ただし、本教授方法も課題を抱えていることは確かです。 
 
グループの構成： 
   1 原則、5名からなるグループを構成。    2 グループ内に、リーダー、書記(記録者)、発表者をおく。 
   3 前記の担当は授業ごとに順次交代。 
 
学習の方法 
   1 前回の授業の復習。            2 課題の予習状況の確認。 
   3 グループリーダーを中心に、課題の考察、まとめ、発表。 
 
目指す成果： 
   1 予習復習の実行の習慣。          2 責任感の涵養。                 
    3 コミュニケーション力の育成。       4 他者の学習成果に対する敬意の念の涵養。             
    5 指導力の育成。              6 協調性の涵養。 
 
 なお、本授業の形式はオリジナルなものではなく、下記研究会への参加報告に繋がるものです。 
記：東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会。大学教育学会。京都大学教育研究フォーラム。名古屋大学・東海地区
教育フォーラム。東北大学高度教養教育・学生支援機構研究会。私立大学情報教育協会「教育改革 ITC戦略大会」。 
       
               ＊御参観のご感想、ご意見につきましては、メール等でお知らせいただければ幸いです。 
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